
第 12回環境心理生理チュートリアル 

心理評価データ分析の作法と技法 
 
■主旨： 

 環境心理生理分野の研究手法を講習するチュートリアルを開催する。 
 今回はアンケート調査や心理評価実験で収集するデータの扱い方を取上げる。心理評価データを収集

する研究には、社会調査のような配票調査や実際の現場における実験および実験室実験等の様々なアプ

ローチがあり、いずれのアプローチでも重回帰分析や因子分析等の多変量解析による分析を行うことが

一般的である。一方、心理評価データは評価者･評価対象･評価項目の３つの相で構成される。この 3 相

の様相が異なると、同じ分析法を採用しても結果から読み取れることが異なってくる。自分の研究のデ

ータの形式をよく理解していないが故に、不適切な分析法を採用し、しかもその不適切さに気付かず結

果をまとめてしまう悲劇的な例も往々にして見られる。このようなことに陥らないためには、採用する

分析法そのものの理解だけではなく、自身の研究で扱うデータの形式を理解し、その構造に見合ったい

じり方、いわばデータ分析の勘どころを身につける必要がある。そこで、今回のチュートリアルでは心

理評価データの形式に対する理解と、データの分析法との関係性を軸に、データのいじり方のコツや留

意点に関する説明を行う。また、データいじりの勘どころを養う手段の一つとして、統計ソフト JMP
を用いたデータの処理についても説明を行う。 
 
■参加にあたっての注意： 

（１）分析法の予習のお勧め 

 事例として重回帰分析と因子分析について触れますが、限られた時間内でこれらの分析法の基本的な

説明に十分な時間を掛けられません。当日の理解を助けるため、以下の文献などで予習することをお勧

めします。 
 ・｢住まいと街を作るための調査のデザイン」(オーム社） 
 ・｢建築･都市計画のための調査･分析方法」(井上書院） 
（２）統計ソフト JMP について 

 講習内で用いる統計ソフト JMP はお試し版がダウンロードできます。本ソフトの使い方についての

個別の質問も「３．個別ワークショップ」で可能な範囲で対応します。 
  http://www.jmp.com/japan/ 
 
■日時：2012 年 9 月 27 日（木）13:30～17:30 
■会場：建築会館会議室 
■プログラム： 

 １．開会の挨拶 宗方 淳（千葉大学） 
 ２．講演 
  2-1．心理評価データの形式とは？ 宗方 淳（千葉大学） 
  2-2．統計ソフトによるデータの確認・管理方法 未定 
  2-3．分析法の落とし穴 1：重回帰分析の事例 辻村壮平（東京大学） 
  2-4．分析法の落とし穴 2：因子分析の事例 小島隆矢（早稲田大学） 
  <休憩> 
 ３．個別ワークショップ：環境心理調査よろず相談 
■定員：70 名 

■参加費（資料代含む）：会員 1,000 円、会員外 2,000 円、学生 500 円 
■申込方法：9 月 18 日（火）までに E-mail または Fax にて、催物名称、氏名、勤務先・所属、同電

話番号、E-mail アドレスを明記のうえ、申し込んでください。定員に達した場合は、お断

りの方にのみご連絡します。 

■申込先：日本建築学会 事務局 研究事業グループ 榎本 

  E-mail: enomoto@aij.or.jp Fax:03-3456-2058 

 


